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本
的
ご
工
忌
報
思
講
参
拝

一
月
十

一
日

「
み
法

を

味

わ

っ
て

」
ｏ

往
　
生

（お
う
じ
ょ
う
）

往
生
と
は
、
「往
」
は
前
進
し
、
「生
」
は
新
し
く
な
る

こ
と
で
す
。
始
ま
る
こ
と
、
つ
ま
リ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

死
、
終
わ
る
、
困
っ
た
と
い
う
よ
う
な
意
味
は
、
文
字

に
も
語
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
る
、
出
発
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
前
に
、

長
い
練
習
と
準
備
体
操
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
浄
土

往
生
に
は
仏
法
聴
聞
と
、
お
念
仏
を
称
え
、
報
謝
活
動

に
励
む
充
実
し
た
人
生
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

歳
と
共
に
行
き
詰
ま
り
の
壁
が
近
づ
い
て
く
る
絶
望

の
人
生
で
は
な
く
、
私
で
も
活
躍
で
き
る
力
と
場
の
あ

る
大
き
く
開
け
た
明
る
い
希
望
の
未
来

（彼
岸
）
を
目

指
し
て
精

一
杯
生
き
抜
く
、
そ
れ
が
浄
土
往
生
の
人
生

で
す
。
く
ら
や
み
の
福

（冥
福
）
を
祈
っ
た
り
、
安
ら
か
に

眠
る
よ
う
な
目
標
で
な
く
、
安
ら
か
に
目
覚
め
て
自
他

を
し
あ
わ
せ
に
す
る
道
こ
そ
仏
道
と
い
う
の
で
す
。

鷹
谷
俊
昭
著

『月
ご
と
の
こ
と
ば
』
転
載

一月
二
十
三
日
（金
）
十
三
時
半
よ
り

春
季
彼
岸
会
字永
代
範

法
妥

講
　
師

大
崎
上
島
町
　
柿
”
藤
【　
一　
一央
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十
二
月
二
日
、
十
三
時
半
よ
り
報
恩

講
法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。
報
恩
講
と

は
親
留
聖
人
の
御
命
日
を
ご
縁
に
毎
年

勤
め
る
法
要
で
す
。
法
座
前
に
は
仏
教

婦
人
会
の
調
理
に
よ
る
お
斎

（と
き
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ
や
ひ

り
ょ
う
ず
な
ど
の
煮
物
、
大
根
の
お
ひ

た
し
、
豆
腐
と
油
揚
げ
と
し
い
た
け
の

味
噌
汁
な
ど
の
精
進
料
理
を
、
家
園
で

大
変
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
要
に
は
多
く
の
方
に
お
参
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
つ
と
め
で
は
備
中
里

組
の
法
中

（ほ

っ
ち
ゅ
う
）
が
た
が
内

陣
出
勤
さ
れ
、
正
信
侶
を
お
勤
め
し
ま

し
た
。
最
後
に
は
前
住
職
が
親
留
聖
人

の
伝
記

『御
伝
抄
』
を
拝
読
。

ご
講
師
は
福
山
市
内
海
町
の
善
正
寺
、

那
須
英
信
先
生
で
し
た
。
先
生
に
は

一

昨
年
に
続
く
報
恩
講
の
ご
縁
で
す
。

居
眠
り
も
し
て
お
れ
な
い
ぐ
ら
い
の

楽
し
い
お
話
の
中
に
、
「聞
名
号
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
は
、
「称
名
念
仏
」
と
は
何
か
、
と
い

う
こ
と
な
ど
、
浄
土
真
宗
の
教
え
の
要

を
し

っ
か
り
と
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
月
の
広
島
で
の

「平
和
の
集
い
」

に
坊
守
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
参
加
さ
れ
た

お
話
も
さ
れ
、
八
時
十
五
分
に
行
わ
れ

る
黙
と
う
で
は
、
テ
レ
ビ
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
実
際
の
現
地
で
は

「な
ま

ん
だ
～
ぶ
、
な
ま
ん
だ
～
ぶ
」
と
い
う

声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
さ
す
が
安
芸
門
徒
と
い
わ

れ
る
真
宗
ど
こ
ろ
だ
な
あ
と
感
動
し
て

帰

っ
て
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

例
年
に
も
ま
し
て
寒
い
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
快
晴
の
日
差
し
の
中
で
の
心

あ
た
た
ま
る
法
座
と
な
り
ま
し
た
。

際
誕
．会
委
一席
…
≡

す
。
そ
の
後
、
恒
例
の
落
語
を
楽
し
み

ま
す
。
こ
の
法
座
で
は
お
供
え
や
木
戸
銭
は

い
た
だ
き
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合

わ
さ
れ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

鹸

≫

齢

鹸

成

鹸

齢

鹸

齢

鹸

嫉

チ
ャ
リ
テ
ィ
　
　
　
ギ憲

一解
　
　
　
コ
ン
サ
ー

今
年
も
プ

ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

募
金
を
利
用
し
て
発
展
途
上
国

へ
楽
器

を
贈
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
子
供
た
ち
に
、
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
リ
コ
ー

ダ
ー
、
鈴
な
ど
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
替
⌒同
い
た
だ
け
る
方
に
は
募
金
箱

に
お
気
持
ち
だ
け
で
も
お
入
れ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

十
二
月
三
十

一
日
に
恒
例
の
除
夜
の

鐘
を
撞
き
ま
し
た
。
参
拝
の
方
々
や
通

り
す
が
り
の
方
々
に
も
撞
い
て
い
た
だ

き
、
０
時
を
過
ぎ
て
か
ら
本
堂
で
新
年

の
お
つ
と
め
。
そ
の
後
、
庫
裡
に
お
上

が
り
い
た
だ
き
、

お
せ
ち
料
理
を
い

た
だ
き
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。

辞
一
０
り

確虎分・ウニ分

初 参
5月 13日
10時よ

どうぞお申込みください。

＝

一降
誕
（一
の
こ
案
内
・一
塩
輸
拝

・ヴ
イロセ
標
蝠
静
催，こ
隙
轟

的 多 大 年
な 才 学 に
フ な 時 続
ア方 代 い
ン で に て
と
｀
は 二

の 奥 油 度
こ さ 絵 目 曾昌舎3氏こ

五
月
十
二
日

法
要
が
勤
ま
り

今
年
も
時
間

恒
例
の
仏
教
婦

ル
清
風
」
に
よ

鹸

齢

鹸

鮮

に
宗
祖
降
誕
会

十

三
時
よ
り
、

―

ラ
ス

「
コ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に

≫

赫

疎

嫉

今
年
は
笑
福
亭

生
喬

（せ
い
き
よ

う
）
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま

す
。
平
成
二
十
八

の
お
越
し
で
す
。

を
専
攻
す
る
な
ど

ま
も
落
語
の
熱
狂

と
で
す
。
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平成30年度…行事
―
計画………

◎窄罫季級iド言会、永ft経  3月 23日 (金)13時 30分  大崎上島町・浄泉寺 力日藤―英師
◎花まつり        4月 29日 (日 )昭和の日
◎ 総   会        5月 12日 (土)11時

◎ 降 誕!i会              13時     女声コーラス同好会 コール清風
音楽家の営さん (チ ャリティ)

ミニコンサートと上方落語               笑福奪室富 師正

◎ 初 参 式         5月 13日 (日 )10時     希望者とその家族

⑥)石汗イ彦旅イ子        5月 28日 (月 )。 29日 (火) 鹿児島、かくれ念仏を訪ねて
◎ 法宝物虫 1ぎ し,去煙:   7月 19日 (木)13時 30分  神辺町・光行寺 苅屋光影師
◎ サマースクーール    7月 23日 (月 )・ 24日 (火) 教区内スタッフ3、 4名
◎ 琵韓郭釜会        8月 15日 (水)10時。14日寺 住職、前住職
◎ 秋季彼岸会、永代経   9月 21日 (金)13時 30分  倉敷市・西方寺 幡多哲也師
◎ 地区委員会      12月 1日 仕)11時

◎ 率R恩 話              13時 30分  三原市・教専寺 福間義朝師
◎ 除夜会、修正会    12月 31日 (月 )。 元旦
◎ 新春のつどい    平成31年 1月 中旬
◎ 春季彼岸会       平成31年 3月       日時、講師未定
あさのおつとめ    通年毎朝 6日寺

◇やさしい仏教講座  【50】 4/11休)【 51】 6/5(火)【 52】 8/15(土 )
親 督 きまのお した  【53】 10/5(金)【 54】 12/7(金)毎回 19時 30分 解説 iイ主職

◇ 念 仏 の つ ど い     毎月 15日 13時 30分よ り(但し1月、朗 、9月 は休み、6月 と7月 は朝7時半より)

※「浄心寺だより」発刊  123号 (5月 )124号 (7月 )125号 (11月 )126号 (3月 )

仏 教 熟 X会         伊陰 3/11総会6/]]各種研修会 研修旅行 料理教室

福祉施設慰間 清i需奉仕など 5/13(日 )初参式

文 化 寧 同 好 会       毎月第 1水曜日 19時 30分  指導 i平田澄子 先生

女声コーラス コー ル ,青圧l 毎月第 2土曜日 19時 30分  指導 :平田澄子 先生

ヨガ 教 室          毎週金曜日 10時 30分    指導 !藤本幸代 先生

備後教 区        各種研修会 定例法座 (毎月 ]1日 )報恩講 (11/30)
総代研修会

備 中里組          同朋研修協議会 キッズサンガ (青年部会主催行事)
第 7期連続研修会 (偶数月)

家族そろつてお聴聞 ―― お法は心のビタミン、しヽのちのよりどころ――
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き お  す 給 ら き と が 数 し し 進 と 宝  不 僧 え 宗 堂  恩 門
ま な ご ご 仕

｀
ま お
｀
々 ら た

し か 本 い の 開 し 抹 そ
｀
と が

た も 山 な ス 明 た 茶 れ お 思
｀

°
十 で 1マ 社

°
ま で な わ 懐

分 の の 1中 お で も か れ 石
^満 一 一 卜 の 料 大 最 一 る の
表 た 日 言 な 旦 理 変 後 杯 ほ 三
紙 さ で で お 那 も お の に ど の
に れ し し も 方 さ い ¬ な

｀
膳

写 て た た て の る し 鞍 り 多 ま
真 帰 が

°
な 配 こ く 掛 ま 彩 で

あ 途
｀ し 膳 と い 餞 し な あ

り に 心  は や な た 頭 た 菜 るVつ
も  ｀お が だ L° の か

忌
報
恩
講
参
拝

有
田
　
伊
藤
朋
子

ワ
ツ
カ
働
□
中

仏
婦
コ
ー
ナ
ー

一
年
間
の
本
堂
の
仏
具
の
汚
れ
を
落

と
す

「お
み
が
き
」
が
、
十

一
月
八
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
婦
人
会

の
方
々
総
勢
二
十

名
で
、
九
時
よ
り
、
取
り
外
さ
れ
た
仏

具
の
お
み
が
き
を
行
い
ま
し
た
。　
一
つ

一
つ
の
部
品
を
流
れ
作
業
で
き
れ
い
に

磨
き
、
仏
具
も
新
品
の
よ
う
な
輝
き
を

取
り
戻
し
ま
し
た
。

暉

会

実
技
演
習
お
手
伝
い

文
化
寧
同
好
会
は
本
年

一
月
末
か
ら

二
月
に
か
け
て
、
市
内
の
小

・
中
学
校

を
平
田
先
生
と
共
に
訪
問
し
、
音
楽
授

業
の

一
環
の
琴
の
実
技
演
習
の
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。
小
学
校
は
五
年
生
、

中
学
校
は

一
年
生
で
市
内
の
四
校
に
順

次
出
向
き
な
つ
か
し
い
日
本
古
謡

「さ

く
ら
さ
く
ら
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

初
め
て
琴
爪
を
は
め
た
生
徒
が
大
半

で
し
た
が
、
授
業
の
終
わ
り
に
は
み
ん

な
滑
ら
か
に
弾
く
こ
と
が
で
き
、
中
学

生
で
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
二
重

奏
に
も
挑
戦
、
若
い
と
は
何
と
素
晴
ら

し
い
こ
と
か
。

十

一
月
十

一
日

（土
）
、
教
区
内
の

方
々
と
奉
仕
。
当
寺
は
三
名
の
参
加
。

）

の
調
製

十
二
月
二
日
、
報
恩
講
の
お
斎
を
、

二
十

一
名
の
会
員
が
奉
仕
。
煮
し
め
、

玉
子
焼
き
…
と
分
担
を
決
め
て

一
一
〇

人
分
の
パ
ッ
ク
を
完
成
。

ダーナバむ―の
ご案内
4月 22日 (日 )
午前10時 30分から

場所 :浄心寺

みなさま
お誘い合わせのうえ
お越し下さい

ff:す
・111,!:,i!｀ :ilャ ギす十

!fi: !t:iず 11!:

…
区
ト

清
掃
奉
仕

おみがき

壁岡」ヽ寧蔽
5年生の皆さん

「さ<らさ<ら」を弾<

メニ旦一

◎六ばなます
◎き/Lぴらごほう
◎煮しめ ◎王子隅き
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け
て
念
仏
を
唱
え
る
時
代
に
な

っ
て
い

る
と
言
う
お
話
か
ら
、
住
職
は
住
持
職

を
略
し
て
住
職
と
呼
ぶ
が
正
式
名
は
三

十
月
二
十
七
日
（金
）
、
浄
土
真
宗
本

　

宝
住
持
職
。
お
寺
は
誰
の
も
の
か
、
す

願
寺
派
備
後
教
区
主
催
の

「門
徒
総
代

　

べ
て
門
信
徒
の
皆
さ
ん
の
も
の
。
又
富

会
」
が
尾
道
市
御
調
町
神
の
照
源
寺
に

　

山
の
薬
売
り
は
浄
土
真
宗
の
家
し
か
回

住
職
及
び
門
徒
総
代
等
関
係
者
約
九
十

　

ら
な
か
っ
た
等
々
、
興
味
深
い
お
話
を

人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

開
会
の
後
安
芸
教
区
佐
伯
東
組
正
覚

　

　

参
加
者
は
前
坊
守
さ
ん
と
総
代
の
内

≡

寺
の
瀧
渕
良
孝
住
職
が

「浄
土
真
宗
門

　

海
義
郎
、
戸
田
員
左
子
、
長
安
圭

一
、

徒
こ
ぼ
れ
話
」
と
題
し
て
講
義
、
今
Ａ

　

宍
戸
得
二
、
藤
井
祐
三
の
六
名
各
氏
で

Ｉ

（人
工
知
能
）
の
僧
侶
が
袈
裟
を
付

　

し
た
。

韓

警

警

参

議

韓

拳

韓

韓

鶴

器

器

酵

警

参

幹

器

惨

棒

舎

徐

錬

幹

惣

参

酵

窃

器

議

鶴

器

韓

体

審

移

参

議

拳

梯

器

韓

岱

器

韓

砕

警

拳

韓

移

移

参

恒
例
の
新
春
の
つ
ど
い
が

一
月
二
十

五
日
正
午
よ
り
、
乗
園
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
四
十

一
名
で
し
た
。

讃
仏
掲
を
お
勤
め
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
お
互
い
に
交
わ
し
た
の
ち
、
平

田
澄
子
先
生
ご
指
導
の
文
化
寧
同
好
会

の
寧
の
弾
き
初
め
が
あ
り
ま
し
た
。
初

春
ら
し
い
数
曲
が
お
披
露
目
さ
れ
、
家

園
に
幽
玄
な
調
べ
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
食
し
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ

や
余
興
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
杉
佐
世

子
さ
ん
の
舞
、
水
川
愛
子
さ
ん
と
太
田

ヒ
サ
エ
さ
ん
に
よ
る
「銭
太
鼓
」
、
女
性

陣
に
よ
る
替
え
歌

『減
量
節
だ
よ
人
生

は
』
の
合
唱
な
ど
…
。
最
後
に
は
ハ
ズ

レ
な
し
？
の
福
引
き
を
し
て
解
散
。

雪
の
舞
う
非
常
に
寒
い
日
で
し
た
が
、

会
場
内
は
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
り――
が
と
一う
ど
一ざ
い
ま
し
た

◎
大
菊
住
谷
大
志
さ
ん

（入
江
）

◎
境
内
補
修
用
上
砂

コ
ウ
ケ
ン

高
田
英
志
さ
ん

（生
江
浜
）

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

たまつり

平
成
二
十
九
年

水
原
　
　
博

桝
平
　
厚
枝

末
本
　
槙
子

市
川
　
延
枝

稲
葉
　
光
義

森
　
　
正
男

亀
岡
　
靖
房

田
代
　
末

一

藤
井
　
正
子

友
滝
　
告
田
子

原
田
　
千
年

倉
増
　
久
恵

藤
下
　
静
江

高
田
　
貞
枝

岩
崎
　
幸
治

村
上
美
和
子

北
村
百
合
子

橋
野
　
厚
夫

原
田
　
日里
大

平
成
二
十
年

藤
井
　
博
志

藤
井
　
　
清

松
浦
　
裁
子

入
　
江

生
ユ
　
岡

生
立
　
岡

岡
山
市

伊
丹
市

鴨
方
町

里
庄
町

川
崎
市

東
大
戸

四
番
町

生
上
　
岡

大
井
南

生
上
　
岡

大
島
中

美
の
浜

管
田
　
岡

生
江
浜

倉
敷
市

生
上
　
岡

生
江
浜

士
口
　
浜

生
江
浜

甘奈をどう考

1 1 1   12121212121211111111111111111010101010

2120 8   191816 8 8 2 30282726262321192929272422

8810091   1018398828093816787101817073796393939388
（敬
称
略
）

石
井
　
敏
克

士
口
　
　
一供

１。

月

２５
日

ご

往

生

行

年

８０
歳

門
信
徒
総
代
、
門
信
徒
会
会
長
ま
た
備
後

教
区
教
区
会
議
員
な
ど
を
つ
と
め
、
当
寺

の
進
展
に
寄
与
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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鳳

謂
L

簿

圏 昼 槍
北
[君 終 唇 魯

む 要 が こ 往 の 比 れ ら
む 集
｀
の 生 教 叡 て 学

鑢  幅 描 れ 歳 ｀ た
む  の か ま の 他  と

（ほ
う
た
ん
）

鳳
謂
は
江
戸
期
を
代
表
す
る
学
僧
の

一
人
。
摂
津

（大
阪
）
池
田
の
生
れ
。

黄
栗
宗
鉄
眼
の
門
下
と
な
り
、
八
宗
を

兼
学
し
て
多
く
の
著
作
を
世
に
問
い
、

特
に
華
厳
に
精
通
し
、
諸
宗
の
学
僧
と

書
軸
対
幅

た
て

２
１
０
師

よ
こ
２
５
ｃｍ

論鞘記朕乱嘘郭を所蔵した経由は鞭わ卸畝榔飾敵曲的蹴林毅隊瞬蛇味

不
明
で
す
が
墨
痕
鮮
や
か
な
書
跡
は
見

簿

阿
弥
陀
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
る
２
幅
の
ご

事
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
尊
が
伝
わ
る
。
本
願
寺
第
１
８
代
文

む
簿
簿
録
簿
む
む
む
器
簿
簿
簿
む
簿
む
簿
鑑
む
む

如
上
人

（１
７
８
９
～
９
９
在
位
）
の

主

　̈
　
　
，■
一　

一　
　
　
　
革
す
ギ
中
　

裏
書
が
あ
る
。
言
い
伝
え
に
は

「摘
発

ャ
　

か
　
．
　

　

―
―

さ
れ
た
際
に
は
偽
物
を
差
し
出
し
て
本

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
弾
圧

物
を
守

っ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
現
在
で

簿む
　
浄
土
真
宗
の
信
仰
が
禁
止
さ
れ
る
と
、　
　
は
ど
ち
ら
が
本
物
か
わ
か
ら
な
く
な

っ

信
者
に
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た
。
厳
し
さ

　

て
い
る
。

む
は
時
代
に
よ
り
異
な
る
が
、
幕
末
期
の

鞭頚蛸呼蠣陣蔽殺許蔽却ジ燕評麟

）

平成30年度の研修旅行|よ別紙の

とおり「さつまかくれ念仏探訪」
として企画いたしました。

詳細こ高覧の上、こ参加ください。

☆☆★ 研修旅行 ★☆★

平成30年 5剰 28日 (円 )
～29日 (火 )↑ 泊2日

鹿児島君」脱

離庭園と問古崇戯撻

花尾念仏洞

知肇培攻平純会撻 他

指宿海上ホテメし(泊 )

錫象

（本
願
寺
新
報

平
成

二
十
九
年

二
月
二
十
日
号
よ
り
）

）

十
一　
　
昨
年
の
お
取
り
越
し
報
恩

講
及
び
永
代
経
法
要
等
諸
般
の
報
告
、

本
年
二
月
二
十
三
日
開
催
予
定
の
春
季

永
代
経
彼
岸
会
法
要
の
御
案
内
及
び
研

修
旅
行
予
告
、
降
誕
会
寄
席
等
々
の
御

案
内
を
お
知
ら
せ
す
る
浄
心
寺
だ
よ
り

第
１
２
２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

法
要
、
法
話
等
御
聴
聞
に
励
ま
れ
尊

い
ご
縁
に
遇
わ
れ
ま
す
よ
う
に
御
案
内

い
た
し
ま
す
。
　

　

（編
集
委
員
会
）

才多

門
前
の
放
生
池
に
、
カ
ワ

セ
ミ
が
飛
来
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
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